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●
市
民
生
活
と
産
業

　
ど
ん
な
職
業
を
選
び
、
ど
こ
で
働
く
か
は
、
各
人
の
自
由
な
選
択

に
ま
か
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
の
民
主
化
が
す
す
み
、
教
育
水
準
が
高

ま
り
、
経
済
の
高
度
成
長
が
進
展
し
、
新
し
い
分
野
で
の
雇
用
機
会

が
増
え
る
に
つ
れ
、
職
業
構
造
も
大
き
く
変
化
し
た
。

　
横
浜
市
民
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
就
業
構
造
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

市
民
就
業
者
数
を
産
業
分
類
別
に
み
る
と
、
表
４
－
2
8
の
と
お
り
、

第
一
次
産
業
一
・
三
％
、
第
二
次
産
業
四
〇
・
一
％
、
第
三
次
産
業

五
七
・
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
第
三
次
産
業
の
比
率
が
高
い
。
過
去

の
推
移
を
み
て
も
、
第
一
次
産
業
及
び
第
二
次
産
業
の
就
業
者
が
徐

々
に
減
少
し
、
そ
の
分
第
三
次
産
業
就
業
者
が
増
加
し
た
こ
と
が
わ

が
る
。
こ
れ
は
、
横
浜
市
が
、
従
来
の
工
業
都
市
と
し
て
の
性
格
に
、

商
業
都
市
、
住
宅
都
市
と
し
て
の
性
格
を
加
え
て
き
た
と
い
う
こ
と

を
あ
ら
わ
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
一
日
現
在
で
、
市
民
就
業
者
は
一
一
八
万
人

お
り
、
一
方
市
内
の
事
業
所
で
働
く
総
従
業
者
は
九
六
万
人
で
、
単

純
計
算
で
は
約
二
一
万
人
の
人
達
が
市
外
で
働
い
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
市
民
就
業
者
数
に
対
す
る
市
内
従
業
者
の
割
合
は
、
本
市
で
は
、

昭
和
四
〇
年
〇
・
八
九
、
四
五
年
〇
・
八
五
、
五
〇
年
〇
・
八
二
と

一
貫
し
て
労
働
力
の
市
外
流
出
を
示
し
て
い
る
。
神
戸
、
大
阪
、
東

京
な
ど
で
は
、
図
４
－
4
3
の
と
お
り
こ
の
割
合
が
一
以
上
で
あ
り
、

す
べ
て
市
外
か
ら
働
き
に
来
て
い
る
人
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
、
横
浜
は
こ
の
よ
う
に
市
外
で
働
く
人
の
方
が
多
い
の
か
。
一

つ
に
は
、
全
国
か
ら
東
京
に
職
場
を
求
め
て
集
っ
て
き
た
人
達
が
横

浜
に
あ
ふ
れ
出
し
て
き
た
こ
と
だ
。
こ
れ
は
急
増
し
た
本
市
の
人
口
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図4－43　市民就業者と市内従業者の
大
半
が
社
会
増
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
も

う
一
つ
に
は
、
横
浜
の
雇
用
の
場
が
東
京
と
く
ら
べ
た
場
合
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
な
い
、
す
な
わ
ち
産
業
活
動
が
あ
ま
り
活
発
で
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
全
国
第
二
の
人
口
を
も
つ
横
浜
が
な
ぜ

な
の
か
。
東
京
へ
の
「
行
財
政
権
限
の
集
中
」
が
大
き
な
理
由
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
情
報
化
の
促
進
に
よ
っ
て
、
以
前
は
全
国
各
地
の
産

業
特
性
に
あ
っ
た
各
種
情
報
機
能
が
首
都
東
京
で
そ
れ
ら
業
務
を
一

手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
に
も
よ
る
。
東
京
に
近
接
し
て
い
る
横
浜
の
場
合
、
神
戸
や
名
古
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屋
な
ど
に
く
ら
べ
て
、
特
に
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
き
た
の
で
あ

る
。

●
産
業
の
立
地
と
土
地
利
用

　
以
上
は
あ
く
ま
で
も
東
京
と
比
較
し
て
の
話
で
あ
り
、
逆
に
東
京

に
近
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
横
浜
が
他
都
市
に
比
べ
て
多
く
の
便
益
を

受
け
て
い
る
面
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
も
う
少
し
横
浜
の
産
業
の
実
態
に
つ
い
て
立
地
面
を
中
心

に
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
産
業
立
地
面
で
横
浜
の
特
徴
と
今
後
の
課
題
を
み
る
と
、

鶴
見
、
神
奈
川
区
の
京
浜
工
業
地
帯
、
そ
し
て
本
牧
、
根
岸
湾
、
金

沢
と
い
う
臨
海
部
の
工
業
地
帯
と
戸
塚
方
面
、
鶴
見
川
沿
岸
、
東
名

高
速
横
浜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
方
面
に
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
工
業
地

域
が
あ
り
、
そ
の
他
は
商
業
地
区
や
住
居
地
区
の
中
に
混
在
す
る
小

規
模
な
工
業
地
域
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
商
業
に
つ

い
て
は
、
大
岡
川
、
帷
子
川
の
デ
ル
タ
地
帯
の
い
わ
ゆ
る
都
心
商
業

地
帯
と
綱
島
、
戸
塚
、
二
俣
川
な
ど
鉄
道
沿
線
の
商
業
核
が
あ
り
、

今
後
商
業
施
設
の
立
地
が
さ
ら
に
期
待
さ
れ
る
地
域
と
し
て
、
相
鉄

い
ず
み
野
線
や
田
園
都
市
線
沿
線
の
地
域
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に

商
業
業
務
を
中
心
と
し
た
土
地
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
地
区
と
し

て
、
新
横
浜
駅
前
地
区
、
横
浜
駅
東
口
地
区
か
ら
三
菱
重
工
を
へ
て

新
港
ふ
頭
、
山
下
公
園
地
区
な
ど
の
都
心
臨
海
部
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
工
業
的
土
地
利
用
面
か
ら
注
目
す
べ
き
地
区
と
し
て
は
、
再

編
成
と
い
う
意
味
か
ら
、
鶴
見
、
神
奈
川
の
京
浜
工
業
地
帯
と
、
か

な
り
の
立
地
余
地
を
残
す
港
北
、
緑
区
に
わ
た
る
鶴
見
川
右
岸
の
地

区
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
今
か
ら
土
地
利
用
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
無
秩
序
な
立
地
を
排
除
し
て
お
く
べ
き
で

あ
ろ
う
。
横
浜
に
と
っ
て
稀
少
な
土
地
を
将
来
に
わ
た
っ
て
ど
う
有

効
に
利
用
し
て
い
く
か
を
長
期
的
観
点
に
た
っ
て
検
討
し
て
ゆ
く
こ

と
が
、
今
後
の
市
民
生
活
や
産
業
振
興
の
た
め
に
非
常
に
重
要
な
こ

と
と
考
え
ら
れ
る
。

産
業
活
動
の
実
態

　
私
た
ち
個
々
の
市
民
生
活
と
「
横
浜
経
済
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど

う
い
う
つ
な
が
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

●
工
業

　
市
内
に
は
、
工
場
が
昭
和
五
二
年
末
で
七
、
九
八
九
工
場
あ
り
、


